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心の臨床 聴くこと・尋ねること

愛育相談所　　川井　尚

r要約」

筆者は心の臨床経験のなかで、ド尋ねること」がいかにクライエント利益になるかを痛感してきた。そ

して、利益になるとわかっていても的確にr尋ねられない」ことも多く体験した。

　このことは職人技ともいえるものであり、それ故に記述することは極めてむずかしい。これまで何度

も書きたいと思い、断念してきた。しかしクライエント利益を考え、「聴くこと」との深いつながりのな

かに「尋ねること」を見出し記述を試みることにした。今後も心の臨床経験を積み重ね、クライエント

利益のための「尋ねること」を臨床の中で実践し、このことを言語化することによってより確かなもの

にしたいと考える。
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はじめに

　心の臨床は、初回から終了にいたるまで心理診

断と心理面接とがコインの表裏のように進行す

る全過程に他ならない。このことについては拙論

文「心理診断」を参照されたい。

　ここでは、この心の臨床を進めていくなかで、

大きな役割を担うr聴くことjと、このことと深

くつながりをもつ極めて重要なr尋ねること」に

ついて試論とでも言うべきものを論述したい。

1．聴くこと

　筆者は通常1セッション50分の心理面接をお

こなっている。そして、この50分間途切れるこ

となくクライエントヘと心を向け続けることを

心掛けている。この心を向け続けることを少しで

も可能にするものはr聴くこと」のなかにある。

　ところで、ここでいう「聴くこと」とはクライ

エントの話す言葉のみを聴くのではない。言葉と

共に表される表情、情緒、感情の動き、仕草、身

体の姿勢や動き、使い方、話の内容、話し方など

すべてを聴くことにある。

　この「聴くこと」はセラピストがクライエント

を体験すること、或いはクライエントとの関係を

体験することといってよい。このように聴くため

には、クライエントと率直に素直に、しっかり毅

然として向き合うことである。

　そして、このようにセラピストがあるときはじ

めてクライエントは「聴いてくれた」という体験

をもつことが出来る。いかにこちらが聴いている

つもりであってもクライエントがセラピストと

の関係のなかでr聴いてくれた」と体験できなけ

れば無意味でありクライエント利益にっながら
ない。

　カウンセリングを受けて、rただ話をしただけ

で終わってしまった」というクライエントがいた。

おそらく、ここでいう「聴いてくれた」体験がも

てず、さらに後述する「尋ねること」も体験でき

なかったものと考える。

　このr聴くこと」を通じてセラピストは、クラ

イエントをより理解することに努める仕事をす

るのである。即ち、聴きながら走馬燈のごとく、

ああでもあろうか、こうでもあろうかと推測、想

像を重ね、考えに考えるのである。この過程を通

じてはじめてr尋ねること」が生まれるのである。

E．尋ねること

尋ねることは、まず心理診断のためにあり、心

理面接のためにもあることから心の臨床に重要

な役割を果たしている。

　この尋ねることの基本は、上述の「聴くこと」

を通して、クライエントのもっているもの、即ち

自己体験について尋ねることである。その自己体

験とはクライエントのいま現在と、これまでの全

過去体験であり、その体験のうちの何を尋ねるか

が重要となる。

　さらに、いっ、どういうことを目的に、意味あ

るものをどのような言葉で尋ねるかも大きな課

題である。

　ここ．でのポイントは、「聴くこと」から尋ねる

ことは生まれ、ここに心理診断の大きな役割があ

る。

　尋ねることによって、クライエントのなかに、

意味のある大事で、利益になるものが生まれるこ

とが最大の目的である。それには尋ねることがク

ライエントにとどくように、いわば体験できなけ

れば意味はないし、かえって不利益をもたらすこ

とになる。クライエントが体験できるように、即

ちクライエント利益になるように尋ねるのであ

る。しかしそれをクライエントがどの様に体験し

ているのか、思いもよらない体験をしている可能

性もあり、このことを知ることも心理診断と心理

面接の果たす重要な役割である。

　加えて、その尋ねる言葉には、その内容如何に

関わらず、率直に、素直に、真っ直ぐな心、思い

やるやさしい心がのっていなくてはならない。

　このように尋ねることによって、クライエント

に生じるもの、たとえば様々な気づきや今まで結

びついていなかったものが結びっくことなど、こ

こで体験したものがはたらき、クライエント自ら

が自分自身を自分で考え、自分を理解する道を辿

ることになる。

　その自分理解がまさに、こころの言葉になって、

セラピストに伝えられる。この伝えてきたものを

セラピストが聴くこと、しっかり受けとめること

がクライエン／トにとって聴いてくれているとい

う体験になる。

　そして、ここに新たに尋ねることが生まれ、心

の臨床過程が進行し、この過程のなかにこそ、ク

ライエントのその過去経験がいま現在に、そして

これから先、将来に利益あるものを生み出すので

ある。

　この尋ねることによって、クライエントのなか

に生まれたもの、そのはたらきが、自分自身をよ

り知ること、自分自身で変化し成長していく過程
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を生じさせることになる。強調すべきことは、セ

ラピストが聴き、考え、尋ね、クライエント理解

に努めることは、クライエントのなすべき仕事を

代行することではない。

　即ち、セラピストのなすべき仕事は、クライエ

ントが自分と自分の問題を自分で考え、体験する

その素材を提供することにある。

　ところで、ときとして、いま尋ねてはいけない

ということがあることを常に念頭に置いておき

たい。それは、いま、クライエントにはそのこと

に立ち向かうカがない、或いはいまそれを開けて

は収拾がつかない場合があり、ここにも心理診断

の重要な役割がある。

　いまはそっとして蓋をしておいた方がいいこ

と、いま開ければ、例えば火山のマグマがとめど

もなくあふれ続けるのと同じようにクライエン

トにとって統制できず、混乱を生じさせ、このこ

とはクライエントに最大の不利益をもたらすこ

とになる。

　クライエントがそれに向き合い、立ち向かうカ

が生まれるまで待つことがとても重要であり、心

の臨床にはr待つカ」がなくてはならない。

研究所長平山宗宏先生に心からの感謝の意を表

したい。
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おわりに

聴くことについての論述は、ある程度可能であ

るが、しかし、r尋ねること」を書くことは難し

い。というのは、クライエントによってそのひと

りひとり、その抱える問題もその全過去体験も異

なること、更にそのセッションによってもr尋ね

ること」は様々であり、臨機応変になされねばな

らないからである。

　以上の論述は不十分であることの認識はある

が、しかし、「尋ねること」はクライエントにと

って大きな利益をもたらすことを思い、あえてこ

の大きな課題に取り組んだ。

　筆者は長年人の不幸で飯を食べてきた。だから

こそ少しでもクライエント利益になるよう心が

け、できうる限り心の臨床を続けていきたいと願

っている。
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